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Inspiration
デザインパテントコンテストパテントコンテスト

平成28年度 平成28年度

　パテントコンテストは、高校生、高等専門学校生及び大学生の皆さんが、自ら考え出した発明について応募いただき、
優秀なものについては出願支援対象作品として表彰し、実際に特許庁に出願していただくことで、特許権の取得まで
の手続を実体験していただくものです。
　このコンテストを通じて、高校生、高等専門学校生及び大学生の皆さんの知的財産マインドが高まること、知的財
産制度の理解が深まることを期待しております。

　応募された発明は、主催者及び学識経験者で構成され
るパテントコンテスト選考委員会における、①「第一次事
前審査」（特許法上の発明であるか、産業上の利用可能
性があるか等を審査します）、②「第二次事前審査」（先行
事例の有無、発明内容の完成度、製品化等の実施可能性
を審査します）、③「最終審査」（独創性を審査します）を
経て総合的に審査され、優秀なものは特許出願支援対象
として選考されます。また、特に優秀なものには、別途
特別賞等が授与されます。

　結果発表は平成28年12月上旬頃を予定しています。
特許出願支援対象に選ばれた発明については発明の名称
と発明者氏名等を、（独）工業所有権情報・研修館のホー
ムページ上でも公表する予定です。選考経過、結果等に
関するお問い合わせにはお答えできません。
　なお、本コンテストで特許出願支援対象となり特許出
願しても、特許庁審査官による審査の結果、特許権を取
得できないことがあります。

　デザインパテントコンテストは、高校生、高等専門学校生及び大学生の皆さんが、自ら考え出したデザイン（意匠）
について応募いただき、優秀なものについては出願支援対象作品として表彰し、実際に特許庁に出願していただくこ
とで、意匠権の取得までの手続を実体験していただくものです。
　このコンテストを通じて、高校生、高等専門学校生及び大学生の皆さんの知的財産マインドが高まること、知的財
産制度の理解が深まることを期待しております。

　応募されたデザインは、主催者及び学識経験者で構成
されるデザインパテントコンテスト選考委員会におけ
る、①「事前審査」（意匠法上の意匠であるか等を審査し
ます）、②「最終審査」（目新しいデザインであるか、独創
性があるか、実用性があるか、販売可能性があるかを審
査します）を経て総合的に審査され、優秀なものは意匠
登録出願支援対象として選考されます。また、特に優秀
なものには、別途特別賞等が授与されます。

　結果発表は平成28年12月上旬頃を予定しています。
意匠登録出願支援対象に選ばれたデザインについては
創作の名称と創作者氏名等を、（独）工業所有権情報・
研修館のホームページ上でも公表する予定です。選考経
過、結果等に関するお問い合わせにはお答えできません。
　なお、本コンテストで意匠登録出願支援対象となり意
匠登録出願しても、特許庁審査官による審査の結果、意
匠権を取得できないことがあります。

パテント
コンテストの

流れ

デザイン
パテント

コンテストの
流れ

エントリー（参加登録）
応募書類の提出 平成28年9月16日金まで（当日消印有効）

パテントコンテストとは

審 査 について 発 表 について

デ ザインパテントコンテストとは

審 査 について 発 表 について

応募期間 エントリー（参加登録）
応募書類の提出 平成28年9月23日金まで（当日消印有効）

応募期間

応募方法の詳細（募集要項、応募書類等）については、（独）工業所有権情報・研修館の
パテントコンテストホームページ
（http://www.inpit.go.jp/jinzai/contest/patent/28_patent_contest.html）をご覧ください。

応募方法の詳細（募集要項、応募書類等）については、（独）工業所有権情報・研修館の
デザインパテントコンテストホームページ
（http://www.inpit.go.jp/jinzai/contest/design_patent/28_design_contest.html）をご覧ください。

パテントコンテスト 検索 デザインパテントコンテスト 検索

デ ザイン
パ テ ント
コンテスト

応募方法
パ テ ント
コンテスト

応募方法

❶ ホームページでの参加登録と
 応募書類の作成・郵送

❷ 応募書類の審査・選考 ❸ 優れた発明を表彰

❹ 発明の特許出願書類の作成

❺ 特許庁へ出願❻ 特許庁の審査

❼ 特許査定

発明についての説明

弁理士のアドバイス

特許権取得
メリット3

特許料（第1～3年分）
主催者負担

メリット2
特許出願料と審査請求料

主催者負担

メリット1
弁理士の相談料
主催者負担

❶ 意匠制度に関する
 セミナーの受講などの学習

❷ ホームページでの参加登録と
 応募書類の作成・郵送

❸ 応募書類の審査・選考

❹ 優れた意匠を表彰❺ 意匠登録出願書類の作成と出願❻ 特許庁の審査

❼ 意匠登録査定

弁理士のアドバイス

意匠権取得
メリット3

意匠登録料（第1～3年分）
主催者負担

メリット1
弁理士の相談料
主催者負担

メリット2
意匠登録出願料
主催者負担

Click Click
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Design
デザインパテントコンテストパテントコンテスト

平成28年度 平成28年度

　パテントコンテストは、高校生、高等専門学校生及び大学生の皆さんが、自ら考え出した発明について応募いただき、
優秀なものについては出願支援対象作品として表彰し、実際に特許庁に出願していただくことで、特許権の取得まで
の手続を実体験していただくものです。
　このコンテストを通じて、高校生、高等専門学校生及び大学生の皆さんの知的財産マインドが高まること、知的財
産制度の理解が深まることを期待しております。

　応募された発明は、主催者及び学識経験者で構成され
るパテントコンテスト選考委員会における、①「第一次事
前審査」（特許法上の発明であるか、産業上の利用可能
性があるか等を審査します）、②「第二次事前審査」（先行
事例の有無、発明内容の完成度、製品化等の実施可能性
を審査します）、③「最終審査」（独創性を審査します）を
経て総合的に審査され、優秀なものは特許出願支援対象
として選考されます。また、特に優秀なものには、別途
特別賞等が授与されます。

　結果発表は平成28年12月上旬頃を予定しています。
特許出願支援対象に選ばれた発明については発明の名称
と発明者氏名等を、（独）工業所有権情報・研修館のホー
ムページ上でも公表する予定です。選考経過、結果等に
関するお問い合わせにはお答えできません。
　なお、本コンテストで特許出願支援対象となり特許出
願しても、特許庁審査官による審査の結果、特許権を取
得できないことがあります。

　デザインパテントコンテストは、高校生、高等専門学校生及び大学生の皆さんが、自ら考え出したデザイン（意匠）
について応募いただき、優秀なものについては出願支援対象作品として表彰し、実際に特許庁に出願していただくこ
とで、意匠権の取得までの手続を実体験していただくものです。
　このコンテストを通じて、高校生、高等専門学校生及び大学生の皆さんの知的財産マインドが高まること、知的財
産制度の理解が深まることを期待しております。

　応募されたデザインは、主催者及び学識経験者で構成
されるデザインパテントコンテスト選考委員会におけ
る、①「事前審査」（意匠法上の意匠であるか等を審査し
ます）、②「最終審査」（目新しいデザインであるか、独創
性があるか、実用性があるか、販売可能性があるかを審
査します）を経て総合的に審査され、優秀なものは意匠
登録出願支援対象として選考されます。また、特に優秀
なものには、別途特別賞等が授与されます。

　結果発表は平成28年12月上旬頃を予定しています。
意匠登録出願支援対象に選ばれたデザインについては
創作の名称と創作者氏名等を、（独）工業所有権情報・
研修館のホームページ上でも公表する予定です。選考経
過、結果等に関するお問い合わせにはお答えできません。
　なお、本コンテストで意匠登録出願支援対象となり意
匠登録出願しても、特許庁審査官による審査の結果、意
匠権を取得できないことがあります。
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